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０
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３
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縮
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と
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ト
を
取
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っ
た
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２
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ト
ラ
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宮
城
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Ｆ
に
自
分
の
お
店

で
、
営
唇

委

常

の
駆

π
し
≦

差

し

た

い
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
自
分
が
現
地

へ
行
こ
う
と
、
友
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も
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ビ
フ
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ラ
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く
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体
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あ
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ま
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。
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も
カ
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。
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Ｔ
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、
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／
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長崎ソカイネットワーク

活口拠点

長崎市■町21-2市民活

動センターランタナ2臓

常駐場所

長崎市元船4-6倉 暉

2011年 7月 20日 的

仙台の 「七夕祭り」に向け、全国各

地区 「折り鶴」の募集がなされており

ますが、 「長崎ソカイネットワーク」

の倉庫番スタッフが空き8寺間に作り続

けたものをこの日送付しました。

2011年 7月 19日 ∞

武田さんほかのご協力により、疎開

されてきた方向けの物資 (洗濯機、洗

濯干し等)を 提供していただいた方の

ご自宅に伺い、受け取りました。

2011年 7月 17日 (日)

福田の安心電気さんほかのご協力に

より、疎開されてきた方のご自宅へ家

電。家具などを運び込みました。

2011年 7月 7日 囚

疎開してきた方 向々けの広報紙 「ほ

<ほ<新報」第3号お届け。

2011年 7月 4日 {旧)
7月 1日から購読するようにした

「河北新報」 (東北地方ブロツク紙)

が届き始めました。元船倉庫においで

頂けれ1満売めます。

20111年 7月 3日 (日)

長崎県社会福祉協議会主催の 「災害

救援ボランテイア研修」で、長崎ソカ

イネツトワークの活動状況や活動を通

じての所感を説明しました。

2011年 6月30日 t41
長崎ソカイネットワークの設立3ヶ

月を記念した懇親会を開催し、広<関

係者が集まつて今後の方向についても

議論しました。

2011年 6月 29日 ω

長崎市民エフエム (76.7Ⅲ z)

の番組 「みんなのラジオ」 (12:00～1

3:00)で 、長崎ソカイネットワークの

活動を紹介しました。

2011年 6月 26日 (日)

長崎市内の老舗料亭 『青柳』さんの

ご厚意で、疎開してきた方を「さる<」

のひとつであるお座敷体験に招待し、

長崎検番による唄と踊りを堪能してい

ただきました。

また、長崎市子育て支援ネットワー

ク連絡会主催のフオーラム 「東日本人

震災の被災地の子どもたち～今私たち

にできること～」 (出島交流会館)の

パネルデイスカツシ∃ンで長崎ソカイ

ネットワークの活動を報告しました。
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急募!エアコン

現在、エアコンが不足してい

ます。

ご家庭に使用していないエア

コンがあれば、ソカイネツトワー

クにご連絡下さい。

【連絡先】

t e 1  0 9 5 - 8 2 1 - 3 3 0 0

ぼく日く輛騒

IHOEEけ rミ′LクセーキJがオススメ。中 α定薔メニューです。ここ

2011年 8月 10日第4■

長
崎
弁
の

「よ
か
」
は
使
え
ま
す
。

「よ
か
た
い
」

「よ
か
よ
か
」

「よ
か
よ
」
な
ど
…
。
ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
か
知
り
た
い
方
は
、
長
崎
ソ
カ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
所
ま
で

（笑
）
。

ぜひ,ほ 調講しを。

喰"犠」ではなく, 「8べ8釉Jです。こんなものが出てくるか


